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節理およか亀裂を有する岩盤の離散化極限解析
DiscreteLimitAnalysisoftheRockMasswithJointsandCracks
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は し が き

著者は約 10年前に,固体力学非線形問題解析の壁を破

るべく,剛体-バネモデル(RigidBodies-SpringModel,

RBSM と略称)を提案し,その妥当性の実証とその工学

的応用について一連の研究を行ってきた.

その中でも地盤力学への応用はすでに実用化の域に入

ったと考えるが,これは竹内が開発した亀裂の発生と亀

裂面再接触の可能性判定サブルーチンを付けた非弾性増

分解析法-テンション クラック法 (Tension Crack

Method)の成果によるものである1).しかしながら本手

法は地表面に近い地盤の諸問題,すなわち土質力学(soil

mechanics)への応用が中心となっており,いわゆる岩盤

力学 (rockmechanics)への応用は今後の研究課題とな

っていた.

最近埼玉大学建設基礎工学科潰島良書助教授の協力を

得てこの分野への開拓に乗り出しているが,破壊現象の

本質にかかわると思われる二,三の興味ある結果が得ら

れたのでいまだ中間報告の段階であるが,その結果を報

告し専門家諸賢のご批判を仰ぎたい.

1. 不連続性を有する岩盤解析へのアプローチ

図-1(a),(b)は砂岩の写真およびそのスケッチであ

る.このスケッチが示すように岩盤には多数の節理およ

び亀裂が含まれ,このような不連続性を有する岩盤の解

析に対しては,当然亀裂の発生成長や閉合の影響を考慮

に入れた研究が必要となる.これらの点を考慮し竹内の

方法を発展させた新しい手法を提案し,岩盤解析を試み

た.図-2は解析の概要であり,まず岩盤面のスケッチを

基にしたメッシュ分割を考える (ただし便宜上二次元の

場合を考える).ほとんどの岩盤の節理,亀裂は方向性を

有しており,スケッチによりこうした異方性をメッシュ

分割に反映させる必要がある.分割された要素の中には,

さらに細かい亀裂が含まれているが,これらは力学的に

等価な形で要素境界面の構成別に換算させることが望ま

しい.これらの構成別はMohr-Coulombの構成別を基
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図-1 不連続性岩盤とそのスケッチ(a),(b)


















